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設計変更システムの全体の流れは、こちらでご確認ください。

設計変更システムの流れ

設
計
照
査

操作の流れ 使用するソフト

設
計
変
更

01   図面を登録する デキスパート基本部－設計書管理 02

設計変更システム03   外部ファイルを追加する 05

A 納図 [A-NOTE]04   図面を修正する 06

設計変更システム07  変更数量を挿入する 11

設計変更システム08   作業名や規格を貼り付ける 13

設計変更システム09   取り消し線を貼り付ける 14

設計変更システム10   測点を挿入する 15

設計変更システム11   図面から図形要素と表要素を取り込む 17

設計変更システム13   スタンプを貼り付ける 21

02   図面をチェックする 03デキスパート基本部－設計書管理

06  計算数量を複写する 10デキスパート基本部－設計書管理

05  図面で変更した数値を取得する 08デキスパート基本部－設計書管理

設計変更システム12   パラメトリックから図形と規格を取り込む 19
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設計変更システムでは、事前に「デキスパート基本部」の設計書管理にて設計書データの登録が
必要です。設計書データの作成方法については、設計書管理のマニュアルをご確認ください。

事前準備について

デキスパート基本部－設計書管理を使用します。

2

1
2

3

4

6

工事
選択1

確認5

Lesson

01

01

02

設計書管理を起動します。

図面を選択し、Ａ納図の工事データに図面を登録します。

設計書管理からＡ納図の工事データに設計図面を登録します。

図面を登録する

１ 2       

3       

［設計変更システム］タブをクリックし、［図
面登録］をクリックします。

図面を選択します。

登録結果を確認します。
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画面左上の [ メニュー ] ボタン →［表示設定］→ [ 設計書 ] をクリックします。

図面チェック時にメッセージが表示され、
［計算数量］が表示されます。

［計算数量］項目が非表示の場合

デキスパート基本部－設計書管理を使用します。

設計書データの表示項目を変更するには

1
3

2

3
1

2

2

作業
を選択1

Lesson

01 図面チェック画面を表示します。

02 設計書データと図面上の数量を関連付けます。

図面をチェックする

02 図面を開きます。 

１

１

2       ［図面を開く］をクリックします。

［設計変更システム］タブ→［図面チェック］

をクリックします。

図面ファイルを選択します。
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合計数量の場合は、内訳のすべてを選択してください。

　 をクリックすると、直前の選択を
元に戻すことができます。

選択を元に戻したい場合

合計数量など検索結果が複数ある場合

7

1

5

6

2

3

確認

4 すべての
数量を

クリック

03 図面上の数量を関連付けます。

１

4

2       

図面内の文字列と作業名が照合され、検索結果が
一覧で表示されます。該当する数量を選択します。

保存します。

数量を確認します。

次の作業に数量を関連付けます。

１

2

3
を繰り返し、数量を管理したい作業に、図面上の数量を関連付けます。
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［追加］→［テンプレート］をクリックし、テンプレートからファイルを追加することができます。

設計変更システムを使用します。

テンプレートからファイルを追加する場合

3 4

2

3

1

4

5

2

1

作業
を選択1

Lesson

03 作業ごとに計算書などの外部ファイルを登録します。

外部ファイルを追加する

01

02

設計変更システムを起動します。

外部ファイルを追加します。

１ 2［追加］→［外部ファイル］をクリックします。 外部ファイルを選択します。

※［確認］をクリックすると、内容を確認する
ことができます。
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Ａ納図 [A-NOTE] を使用します。

2

1

4

1
3

4

1 2 3

5

Lesson

04 変更履歴を作成し、図面上の数量を朱書きします。

図面を修正する

01

02

Ａ納図を起動します。

図面を開きます。

１ 2

2

1

［ファイル］→［開く］をクリックします。 図面を選択します。

修正する文字要素を選択します。

コマンドを選択します。［土木］→［朱書き］→［文字修正］をクリックします。

3 メッセージが表示されます。［はい］をクリックします。

※       ～        は設計書管理で変更
履歴がない場合のみの操作です。

5     3

03 文字要素に朱書きします。
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各項目
を入力8

6

9

確認

入力

16

18

17

12

13 14

15

11

10

7

5

6

4

8 9

設計書管理を閉じます。

変更する文字を入力します。

設計書管理が起動します。ここでは設計変更を作成します。

図面数量画面が表示されます。 図面を保存します。

7 メッセージが表示されます。
［はい］をクリックします。
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デキスパート基本部－設計書管理を使用します。

4

3

5

1

1
2

Lesson

01

02

設計書管理を起動します。

図面を選択します。

05 修正した図面より、朱書きした数量（変更数量）を取得し、設計書データを変更

します。 

図面で変更した数量を取得する

１ ［設計変更システム］タブをクリックし、［図面取得］を
クリックします。

2 メッセージが表示されます。
［はい］をクリックします。

3 数量を変更した図面を選択します。
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取得した変更数量は、赤字で表示されます。
※「計算数量」の項目を表示させる場合は、画面左上の［メニュー］ボタン→［表示設定］→［設

計書］から、「計算数量」にチェックを付けてください。

取得した変更数量について

3

1

2

03 変更数量を取得します。

１

2 保存します。

取得が完了すると、メッセージが表示されます。
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設計数量複写には、変更履歴が必要です。
［OK］をクリックし、［ホーム］タブ→［設計変更］から変更履歴を作成して［計算数量複写］を実行

してください。

情報メッセージが表示された場合

デキスパート基本部－設計書管理を使用します。

Lesson

設計表示数位の登録については、「設計書管理 基本操作マニュアル」をご参照ください。

　    事前に「設計書管理」で設計表示数位を登録してください

1

3

確認4

06

01 計算数量を複写します。

計算数量を設計数量（変更数量）に複写します。

計算数量を複写する

１ 2       

3       

［設計変更システム］タブ→［計算数量複写］
をクリックします。

複写が完了すると、メッセージが表示されます。

計算数量が複写されたことを確認します。

2
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設計変更システムを使用します。

3

ダ

ブルクリッ

ク

カチッ！

カチッ！

2
作業を

選択

1

2

1

1

Lesson

07 ファイルに、朱書きや置き換えで変更数量を挿入します。

変更数量を挿入する

02

03

変更履歴のファイルを開きます。

変更数量を挿入します。

１

１

2ファイルを選択します。

［設計変更システム］→［文字修正］をクリックします。

メッセージが表示されます。変更
履歴にファイルを追加します。

※変更履歴にファイルが追加されていない
場合のみ表示されます。

01 設計変更システムを起動します。
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10

4

5

7

3

6

設定

9

貼り付け
内容を

設定

8

2

4

3

変更する数量を選択します。

変更数量を挿入します。

ファイル内の文字列と作業名が照合され、検索結果が表示されます。検索結果から挿入するセルを選
択し、貼り付け内容を設定します。
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設計変更システムを使用します。

2
3

6

1

4

3

4

2

寄せ方
を選択5

1

Lesson

01

02

設計書データの作業名と規格を表示します。

作業名を貼り付けます。

08 ファイルに、設計書データに登録済みの作業名や規格を貼り付けます。

作業名や規格を貼り付ける

１

１

2

2

3

［設計変更システム］→［文字修正］または［測点
参照］または［図面参照］をクリックします。

作業名を選択します。

ここでは作業を貼り付けます。

貼り付けるセルを選択します。

貼り付けます。
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設計変更システムを使用します。

2

3

設定4
5

1

Lesson

2

3

貼り付けるセルを選択します。

取り消し線を貼り付けます。

01 取り消し線を貼り付けます。

09 ファイルに、取り消し線を貼り付けます。

取り消し線を貼り付ける

１ ［設計変更システム］→［取り消し］をクリックします。
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設計変更システムを使用します。

2

選択

選択

564

確認 3

3

6

1

4
2

設定 5
7

Lesson

10 ファイルに、XYH 座標入力で作業と関連付けた測点を挿入します。 

測点を挿入する

01 関連付けられた測点を表示します。 

１ ［設計変更システム］→［測点参照］をクリックします。

32

1 2

現場名と取得する測点名を選択します。作業名を確認し、［測点参照］タブをクリックします。

ここでは開始測点と終了測点を挿入します。各測点
を選択し、貼り付け方法を設定します。

貼り付け内容を設定します。

02 測点を挿入します。

1
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9

セルを
選択8

3 測点を挿入します。



17

設計変更システムを使用します。

2 取り込む表要素をドラッグで指示します。

02 図形要素および表要素を貼り付けます。

１ 取り込む図形をドラッグで指示します。

2 4
3 5

6

1

5

8

7

確認34
2

1

Lesson

11 ファイルに、図面の図形要素と表要素内の文字列を取り込みます。　

図面から図形要素と表要素を取り込む

2

3

作業名を確認し、［図面取込］→［A 納
図取り込み］をクリックします。

［図面を開く］をクリックします。

01 図面を表示します。

１ ［設計変更システム］→［図面参照］をクリックします。

4 図面を選択します。
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8

6

9

セルを
選択

セルを
選択

設定

貼り付け
内容を

選択

7

12
10

13
11

3

4

図形を貼り付けます。

表要素を貼り付けます。
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設計変更システムを使用します。

5

確認

選択

3 4

2

1

1

2

Lesson

12 ファイルに、パラメトリックの図形と規格を取り込みます。 

パラメトリックから図形と規格を取り込む

01

02

パラメトリックの一覧を表示します。

図形および規格を貼り付けます。

１

１

2 3

［設計変更システム］→［図面参照］をクリックします。

構造物を選択します。

作業名を確認します。 ［図面取込］→［パラメトリック取り込み（寸法線あり）］または［パ
ラメトリック取り込み（寸法線なし）］をクリックします。
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［規格編集］ボタンをクリックすると、規格を編集することができます。

パラメトリックの規格を編集する場合

1

3

6

5

10
設定

貼り付け
内容を

選択

セルを
選択

4

セルを
選択

9 7

8

2

3

図形を貼り付けます。

規格を貼り付けます。
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2

選択 1

セルを
選択2 3

1

Lesson

01

02

スタンプ一覧を表示します。

スタンプを貼り付けます。

13 ファイルに、スタンプを貼り付けます。

スタンプを貼り付ける
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サポートページ
［kentem］

ソフトの操作に困ったら「サポートページ」をご活用ください！

「サポートページ」へのアクセス方法

機能・操作に関するサポートコンテンツを多数ご用意しております。よくあるご質問（FAQ）、PDF マニュアルなどを
ご確認いただけます。業務効率化や不明点の確認・学習にお役立てください。

検索サイトから検索する２デスクトップにある
ショートカットをダブルクリックする

1

ダブル
クリック

KENTEM サポート

このマニュアルは、設計変更システム Ver.1.13.00 の画面で作成しています。

ご注意

商標および著作権について

（1）本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製することは禁止されております。

（2）本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更することがあります。

（3）プログラムの機能向上、または本書の作成環境によって、本書の内容と実際の画面・操作が異なってしま

う可能性があります。この場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。

（4）本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れなどお気付きの点が

ございましたら、当社までご連絡ください。

（5）本書の印刷例および画面上の会社名・数値などは、実在のものとは一切関係ございません。

株式会社  建設システム　〒417-0862　静岡県富士市石坂 312-1　　TEL 0570-200-787　 FAX 0545-23-2601
2023 年 6 月 27  日 発行

Microsoft、Windows、Excel、Word は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標

または登録商標です。

Adobe、Acrobat は Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標または登録商標です。

その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。
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